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研究の全体概要 

土壌や大気、河川など環境中における有害物質を迅速かつ高感度でモニタリング可能なシステムの創

製は、人々の健康や豊かな自然環境を保護し、安心安全な社会を実現する上で欠かせない技術である。

しかしながら現在、微量有害物質の同定・定量には精密かつ詳細な分析が必要となるため、現地で採取

したサンプルに対して、専門機関が保有するクロマトグラフィーや質量分析、プラズマ発光分光分析法

などの大型装置で解析する手法が主流である。従って現状では分析の長期化やコスト増大が避けられ

ず、このことが有害物質に対する社会不安を速やかに払拭する上でのボトルネックとなっていることか

らも、センサ技術における新機軸の創出が求められている。本研究では、有害物質をリアルタイムで検

出する小型デバイスの創製を目指して、超分子とグラフェンをハイブリッド化した新規センサデバイス

を開発する。超分子が対象物質を高選択的に捕捉し、グラフェンが電流変化として高感度に検出するこ

とで、高性能センサを持ち運び可能なサイズまで小型化する。これは有害物質をその場でモニタリング

可能であり、更にデバイスを集積化することで自然環境のような夾雑状態に対しても特定の有害物質を

同時にかつ選択的に検出できることから、有害物質に対する高汎用な検出技術の確立につながる。 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 
 

 


